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１．研究計画の概要 

在胎週数が短くかつ低体重で出生する多

胎児の成長・発達過程は，単胎児とは異な

った点が多く，発育・発達遅滞が多発して

おり，発達障害に至るケースも少なくない。

多胎児をもつ母親は，このような児の発育

状態・発達遅滞に対して不安を訴えること

が非常に多く，地域の保健福祉施設や医療

機関への育児相談も急増している。しかし

ながら，多胎児の成長・発達過程に関する

研究は極めて少なく，特に三つ子以上の多

胎児の成長・発達過程に関する研究は国際

的にも全くない。このため，専門家でさえ

多胎児の母親に適切な情報提供や保健指導

をすることが困難な状況にある。本研究で

は，在胎週数が短くかつ低体重で出生する

多胎児の身体発育・発達過程を縦断的に調

査し，単胎児との比較から多胎児の身体発

育・発達過程の特徴を明らかにすることを

目的に研究を実施している。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)双子・三つ子の身体発育に関しては，単

胎児との比較から体重・身長別に分析した。

三つ子の身長の発育状況を一般児と比較す

ると，出生時に最も差が大きく 15％の身長

の差が認められた(男児で-7.0 cm；女児で

-7.0 cm）。三つ子と一般児における身長の

発育差は，最初の 1年で急激に減少するもの

の，６歳になっても２％から５％の発育差

が認められた（男児で- 3.7 cm；女児で - 3.3 

cm）。一方，三つ子の体重に関して一般児と

比較すると，出生時に最も差が大きく 40％

の体重の差があることが判明した(男児で

-1.28kg；女児で-1.28kg)。三つ子と一般児

における体重の発育差は，最初の 1年で急激

に減少するものの，６歳になっても４％か

ら９％の発育差があった(男児で- 1.82kg；

女児で – 1.78kg）。 

(2)三つ子の発達過程については，単胎児の運

動発達との比較から分析した。2000g 以上

の児では，単胎児の運動発達に比べ三つ子

の運動発達が遅れる傾向が認められた。し

かし，2000g 未満では在胎週数を調整する

と，むしろ単胎児の運動発達の方が三つ子

に比べ遅れる傾向があることが判明した。 

(3)これらの研究成果については，国際誌にす

でに掲載されている。また，これらの内容
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は，和文雑誌（総説）の中で紹介し(研究成

果⑥-⑧)，広く日本の専門家にも周知を図

るとともに，一般の方々にも情報発信する

ため，研究者のホームページでも紹介する

準備を進めている。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

(理由) 

本研究では，双子の成長・発達の世界的権威

であるフィンランドのヘルシンキ大学との

共同研究を研究開始当初から実施している。

この国際共同研究の推進により，データ分析

など研究を遂行するうえで重要なアドバイ

スを得ており，飛躍的に研究が進んでいる。 

 

４．今後の研究の推進方策 

今後は研究を更に発展させ，かつ実践への応

用も検討できるよう，ヘルシンキ大学との国

際共同研究に加え，フィンランド全体の健康

政策を統括している国立保健研究所とも国

際共同研究を実施する運びとなっている。研

究の更なる推進とともに，実践への応用も検

討する予定である。 
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